
 

 

 

 

 

 

～シニアクラブ浜松市 麁玉地区連合会～ 

《慨況》 

 

〇内閣府の調査によると引きこもり状態になった人は全国で 100 万人（15～64 歳）以上いると推測

され、麁玉地区内でも多くの人がその状況にあると考える。 

  地域の課題として地域自治会、町内会等地域各種団体を巻き込んで講演会を企画した。 

 開催準備：令和 5年 ４月 10日 四大地会館 役員会 取り組み趣旨説明 33名 

      令和 5年 4月 27日 四大地会館 社会福祉協議会役員と打合せ 7名 

      令和 5年 6月 10日 四大地会館 役員実施計画検討 30名 

      令和 5年 6月 12日 事務局   実施計画書提出 

      令和 5年 7月 10日 四大地会館 役員会 具体的な取り組み決定 30名 

      令和 5年 7月 31日 大屋敷公民館 シニアクラブ、社協、自治会役員打合せ    

                      役割り分担、参加者募集等協議 15名 

      令和 5年 8月 10日 四大地会館 役員会 進行状況確認 27名 

      令和 5年 9月  9日 四大地会館 役員会   同上   27名 

      令和 5年 10月 10日 四大地会館 役員会 最終確認   30名 

      令和 5年 10月 23日 浜北文化センター 会場準備・講師打合せ 33名 

      令和 5年 10月 24日 浜北文化センター  

午前：講演会「ひきこもりだったわが息子～居場所づくり」 

講師 佐々木 善伝 氏「不登校・ひきこもり気仙地区父母の会」事務局長 

       午後：活動発表、演芸大会 出演約 110名     参加者約 300名 

      令和 5年 11月 10日 四大地会館 役員会 事業のまとめと反省 今後の課題と方針 

 

 

 

《成果》 

○ 地域の課題として地域自治会・町内会・麁玉地区社会福祉協議会等、地域各種団体と連携し、 

「引きこもりの居場所づくり」についての講演会を開催できたことで「ひきこもり」が一部の特定

の人だけの問題ではないことを多くの方に知っていただく良い機会となった。 

  併せて開催したシニアクラブ活動発表「演芸大会」では日頃の練習成果を発揮できる場を設け高

齢者の生きがいを高め、健康づくりと相互交流を深めることが出来ました。 

  

シニアクラブ浜松市 

○総人口  790,580 人  ○65 歳以上人口 225,153 人   ○高齢化率 28.5％ 

○シニアクラブ会員数  17,846 人        ○シニアクラブ加入率  7.9％ 

 



《今後の方針》 

○地域見守り活動 

 地域自治会、社会福祉協議会等と連携し、情報の共有化を図り、問題を提起しながら活動を進めて

いきたいと思います。 

 会員、地域住民と情報交換、交流を深め、元気でいきいきと暮らせる地域づくりをしていきたいと

思います。 

 防犯・防災情報など地域住民のための防災避難マップなどの配布活動を行っていきたく思います。 

 

 

【活動の様子】 

           

           



      

 

 

    



    

                                                講演をされる佐々木 善伝 氏 

     

 

     



午後の部シニアクラブ活動発表「演芸大会」 

 

 

 

 

 


